
　
　
第
七
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
海
砂
本
慈
銭
和
術
傳

故
繕
檀
君
。
今
從
香
盤
三
遍
志
。

〔
霧
界
誌
〕
「
前
朝
鮮
」
。
壇
君
名
王
立
。
触
㈱
初
降
太
伯

山
頂
帥
壇
樹
下
。
國
人
立
爲
潜
。
國
號
朝
鮮
。
起
唐
発

こ
十
五
年
戊
辰
Q
豪
富
法
王
元
年
己
罪
Q
凡
一
千
二
百

二
士
年
。
混
血
聯
欝
蔽
趨
鍍
型
矯

　
愚
按
。
三
國
豊
富
。
瀞
檀
。
作
曲
壇
。
檀
艦
。
作
壇

　
君
。
藍
三
國
遺
事
Q
束
方
響
出
癖
史
。
而
以
瀞
字
槻

　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
八
二
　
（
四
二
四
）

之
。
壇
之
膿
壇
。
較
海
嶺
。
榊
壇
之
壇
。
難
作
檀
。

而
黒
木
有
二
種
。
】
紫
檀
。
有
香
。
】
俗
名
朴
達
木
。

細
緻
中
沼
用
。
太
伯
山
多
紫
檀
。
故
名
以
妙
香
山
。

在
太
伯
山
下
人
。
以
紫
檀
寝
癖
君
之
檀
。
江
東
縣
之

鎭
山
ρ
拭
薄
額
山
。
下
有
一
塚
。
世
傳
捜
震
墓
Q
・
大

込
。
即
朴
端
脳
。
而
以
有
蘭
質
墓
。
聯
名
之
也
。
（
勲

鵬
齪
翻
耀
）

態
鈎
本
慈
鎭
和
筒
傳

文
學
士
挿
田
喜
一
郎

　
我
が
鎌
倉
時
代
の
厳
親
の
中
、
殊
に
法
然
及
親
飛
の
二

高
俗
を
中
心
ご
し
て
、
浄
土
敏
の
歴
史
的
研
究
を
試
み
る

こ
ご
は
、
近
時
著
し
く
世
の
國
史
家
の
興
昧
を
惹
き
つ
、

．
あ
る
が
如
し
Q
こ
れ
語
り
種
々
の
理
由
に
本
く
も
の
な
る

べ
き
も
、
輪
唱
は
法
然
親
密
に
甚
し
て
從
來
傳
へ
ら
れ
た

る
所
の
事
實
が
、
浄
土
宗
或
は
厩
熱
の
敷
徒
に
よ
り
て
自

己
の
宗
門
を
粉
飾
せ
ん
が
爲
に
各
々
都
∵
含
よ
き
潤
色
を
施

れ
し
形
蓬
を
存
し
、
其
學
術
的
見
地
よ
り
は
猴
幾
多
嚴
密

な
る
批
鋼
を
要
す
べ
き
も
の
な
る
に
春
意
せ
す
ん
ば
あ
ら

す
。
而
し
て
是
に
於
て
か
之
が
根
本
史
料
の
捜
索
蒐
集
尤



も
盛
に
行
れ
、
最
近
に
は
法
然
の
門
流
を
汲
め
る
敬
西
送

信
瑞
の
著
作
に
係
る
「
藁
蓑
進
行
集
」
の
登
見
あ
り
、
方
に

學
者
の
注
意
を
あ
つ
め
つ
＼
あ
る
が
如
し
。
然
る
に
予
は

敵
艦
に
法
然
親
鷺
ご
尤
も
因
縁
の
淺
か
ら
ざ
り
し
慈
鎭
和

爾
に
亡
し
て
、
從
來
全
く
世
に
知
ら
れ
ざ
り
し
一
史
料
を

紹
介
せ
ん
ご
す
Q

　
其
の
史
料
ご
は
郎
ち
本
文
の
題
目
に
掲
げ
し
奮
鋤
本

「
慈
鎭
和
術
縛
」
に
し
て
、
予
が
先
王
父
の
蒐
集
せ
し
古
刻

意
鋤
の
一
に
属
し
、
現
に
予
が
挿
架
に
毒
す
る
も
の
是
な

り
。
そ
は
全
旧
約
二
丈
に
及
ぶ
一
千
子
本
に
し
て
、
首
尾

完
全
な
る
が
、
其
照
題
に

慈
鎭
和
慮
幕
之
内
　
　
　
青
難
藏

ビ
あ
り
。
然
れ
ば
青
蓮
院
の
奮
藏
に
係
）
、
原
三
懇
あ
り

し
も
の
な
る
を
知
る
べ
し
。
今
そ
の
亡
失
せ
る
二
丁
が
果

し
て
如
何
な
る
こ
ε
を
書
け
る
も
の
な
り
し
や
、
之
を
知

る
に
由
　
な
き
も
、
現
存
の
一
義
に
就
い
て
見
る
ご
、
懇
首

に
は
、

第
七
巷
　
　
灘
　
纂
　
　
蕉
脚
本
慈
鎮
和
紛
傳

　
慈
鎭
和
爾
傳

ご
あ
る
の
み
に
し
て
、
貌
韻
第
三
藩
g
あ
懇
第
な
く
、
且

其
丈
首
尾
貫
通
し
て
慈
鎭
和
爾
が
一
代
の
行
事
を
完
載
し

た
り
。
予
が
友
岩
橋
小
亭
太
霧
の
言
ふ
班
に
登
れ
ば
、
青

病
院
に
「
慈
鎭
和
術
傅
」
ご
題
す
る
三
訂
本
二
窓
を
下
し
、

現
に
東
京
帝
國
大
學
の
史
料
編
纂
係
に
あ
る
由
な
れ
ば
、
」

或
は
予
の
藏
す
る
も
の
ビ
合
せ
て
原
の
三
訂
ε
な
る
べ
き

も
の
や
も
計
ら
れ
す
。
さ
れ
ざ
兎
も
角
帯
の
藏
す
る
一
悲

に
て
慈
酢
和
爾
が
一
代
の
行
事
の
完
載
せ
ら
れ
た
る
は
喜

ぶ
べ
し
。
而
し
て
其
の
懇
尾
に
は
、

　
正
癒
二
年
七
月
三
日
書
寓
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
校
合
了

ε
あ
り
。
難
其
の
書
寓
の
年
代
、
正
に
慈
雨
手
術
の
示

寂
せ
る
嘉
腺
元
年
を
距
る
こ
ビ
僅
に
六
十
四
年
に
…
過
ぎ
ざ

る
を
知
る
べ
し
Q
叉
其
本
文
を
案
ず
る
に
、
慈
鎭
和
樹
の

示
寂
の
こ
ご
を
記
せ
る
下
に
、

　
本
師
騨
愈
入
滅
之
昔
、
阿
難
結
集
一
代
之
聖
子
、

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
八
三
　
（
四
二
五
）



第
七
谷
　
　
雑
　
纂
　
　
薔
砂
木
慈
銃
和
佃
傳

雌
蕊
　
　
　
　
翻
耀
一

纏
諾
謄
縫
幡
繕
耀
輪
蟹

∵
｝
フ
ー
瓢
毒
霜
弓
丈
趣
覆
唯
今
判

∵
謡
講
繍
潔
嬉
丸
鞘
姦
智

．．

T
謎
ド
臥
汐
4
ヤ
・
需
業
葉
批
王
一
条
窟
・
鎮

或
・
目
陰
吋
孝
も
そ
よ
鞭
礎
畿
藤
驚
鞭
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ザ
ユ

滅
耀
す
瀦
風
腫
双
・
ゐ
秀
》
、
尋
，
響

・
暫
碁
に
口
添
認
ζ
恥
稽
轡
雪
謬
一
一
幾
冗

「
膏
潅
夜
∴
考
輿
三
音
一
三
俵
鳶
」

…
高
書
一
落
蚤
畷
登
榊
を
序
ズ
旦
ハ
ザ
叙

㌧
虞
題
ぞ
牢
’
臼
飾
楚
・
姦
瓢
童
髄

　
　
　
」
　
　
　
　
　
隔
－
　
　
　
・
礎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
γ
～
■
，
「
二
．
．
・
．
：
’
　
“

　
　
　
　
　
　
第
三
貌
　
　
　
八
吋
　
（
四
二
六
）

　
先
師
和
省
帥
世
之
今
、
遺
弟
讃
歎
」
生
数
行
朕
、

　
伍
不
加
華
詞
、
柳
所
述
實
録
也
、

ぎ
あ
り
Q
此
「
慈
鎭
一
日
傳
」
が
何
人
の
手
に
成
れ
る
か
、

之
に
よ
り
て
ほ
や
推
測
し
得
べ
く
，
又
此
傳
が
慈
鎭
和
尚

の
傳
ビ
し
て
、
殆
ざ
現
存
最
古
の
且
最
も
信
援
す
る
に
足

る
も
の
な
る
べ
き
こ
ご
を
知
る
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
意
ふ
に
慈
鎮
和
伺
の
傳
は
、
諸
書
に
所
見
勘
か
ら
ざ
る

が
、
師
艦
の
「
本
朝
高
信
傳
」
懇
五
十
四
に
見
え
だ
る
も
の

尤
も
詳
細
を
極
め
り
。
然
る
に
此
の
臥
所
本
「
慈
鎭
和
爾

傳
」
ビ
は
其
詳
細
の
程
度
比
較
す
べ
く
も
あ
ら
す
。
乃
ち

今
一
例
こ
し
て
慈
鎭
和
術
の
示
寂
に
卜
す
る
二
書
の
記
事

を
砂
出
し
て
、
其
間
如
何
に
精
粗
の
差
あ
る
か
を
示
し
、

以
て
柳
か
護
者
の
墾
考
に
供
せ
ん
ざ
す
。

　
本
朝
高
僧
傳

　
　
嘉
蘇
元
年
、
於
小
島
房
、
香
湯
休
浴
、
著
新
浮
衣
、

　
　
拝
佛
舎
利
、
命
記
憶
唱
佛
語
、
中
夜
結
秘
印
、
諦
密
児
・
、

　
　
右
脇
志
州
、
行
年
七
十
一
、
法
臓
五
十
九
、
火
浴
牧



■

薫
速
業
陛
竣
萎
滅
一
等
誤
、
裁
蔚
難

、
無
難
難
聾
纏
襲
P
欝
蝉

野
瀬
篭
偉
雄
風
藩
蕊
欝
．

櫨
噸
達
耽
講
書
帰
三
田

・
9
－
3
ー
ゼ
』
・
，
守
　
　
『
　
　
　
．
・
．
．
・
『
　
　
ハ
㌣
奪
．

拶
・
ゆ
層
、
㌦
．
鱈
旨
　
　
、
　
　
卜
記
緬

γ，

E
　
　
．
∵
．
．
ぐ
．
．
　
　
　
．
．
脚
　
．
．
ゴ
㍉
癒
癖
甲

野
！
孔
　
　
一
．
一
、
・
づ
∵
＼
∵
無
藩
レ

　
　
空
馬
τ
イ
毒
遮
下
繍
董

　
　
第
七
巻
　
　
雑
　
纂
●
　
蕾
砂
本
慈
鎭
和
荷
傳
　
　
　
　
　
’

　
　
骨
於
無
動
寺
嶺
、

　
奮
砂
本
官
長
和
爾
傳

　
　
嘉
緑
二
年
九
月
廿
五
日
酉
町
、
洗
浴
熱
湯
，
三
新
浮

　
　
衣
、
自
転
、
奉
請
託
舎
利
出
之
、
卜
師
手
取
之
、
當

　
　
讐
眼
拝
之
、
其
後
安
置
机
上
、
舎
利
讃
嘆
畢
、
頚
伽

　
　
陀
衆
見
我
滅
度
一
行
，
願
以
此
功
徳
一
行
、
念
聖
増

　
　
律
師
倉
頚
之
、
頚
丈
量
、
繹
迦
實
號
唱
之
、
慈
賢
僧

　
　
都
漏
眞
律
師
聖
増
律
師
謹
塞
上
人
等
也
、
僧
正
和
爾

　
　
徳
同
列
、
此
中
西
山
竹
園
渥
柾
華
駕
、
巳
及
亥
刻
、

　
　
爾
…
時
結
秘
印
請
眞
言
、
魁
首
右
脇
、
寂
然
唱
滅
、
謹

　
　
塞
上
人
唱
繹
迦
三
三
、
聖
増
律
師
打
金
磐
、
年
七
十

　
　
一
、
三
三
六
十
、
嵯
呼
鳥
寸
言
死
、
其
鳴
也
哀
、
人

　
　
將
死
、
三
三
也
善
、
蓋
三
冠
也
、

　
以
上
の
二
三
の
記
事
の
中
、
奮
鋤
本
「
言
託
和
樹
傳
」
が

和
爾
の
示
寂
を
以
て
四
緑
二
年
ご
回
せ
る
は
、
意
ふ
に
「
本

朝
高
僧
傳
」
の
嘉
藤
元
年
こ
な
せ
る
の
正
し
き
に
及
ば
る

べ
き
も
、
他
は
皆
奮
砂
本
「
慈
鎭
甲
和
．
奇
童
」
を
以
て
精
ピ
爲

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
八
五
　
（
四
二
七
）



　
　
　
第
七
巷
　
　
雑
纂
．

す
べ
し
。
而
し
て
殊
に
慈
鎭
和
爾
の
示
寂
に
際
し
、
其
座

に
浮
土
付
注
派
の
租
た
る
謹
塞
上
人
の
在
り
し
ビ
い
ふ
が

如
き
、
從
風
湿
ざ
皇
嗣
た
り
し
慈
鎮
和
爾
ご
謹
如
上
入
ご

の
關
係
に
、
正
に
炬
火
を
投
ず
る
も
の
こ
し
て
珍
重
す
べ

し
Q

　
猫
此
の
奮
砂
本
「
慈
鎭
和
欝
傳
」
の
本
文
に
就
き
て
、
一

々
之
を
仔
細
に
尋
繹
槍
嫉
せ
ば
、
更
に
得
る
恩
多
か
る
べ

西
印
度
ナ
ー
シ
ソ
〃
に
於
け
る
ゴ
ー
タ
ミ
ー
プ
ト
ラ
窟
に
就
て
（
下
）
第
三
號

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
紐
ハ
四
二
八
）

き
こ
ビ
は
殆
ご
疑
を
容
れ
す
。
然
る
に
予
は
素
り
國
史
を

専
攻
す
る
者
に
も
あ
ら
す
、
自
ら
其
任
に
非
る
こ
ご
を
知

れ
ば
、
乃
ち
今
は
姑
ら
く
一
言
紹
介
を
試
み
る
の
み
Q
若

し
其
本
宮
の
全
部
の
磯
表
の
如
き
は
、
夙
に
畏
友
橋
川
正

君
の
切
な
る
懇
悪
あ
り
、
將
に
近
目
を
以
て
之
を
世
に
公

に
し
、
橋
川
震
並
に
世
の
國
史
家
の
精
細
な
る
研
究
を
待

た
す
ご
す
Q
（
完
）

西
印
度
ナ
ー
シ

ツ
ク

に
於
け
る
ゴ
ー
タ

ミ
ー
プ
｝
ラ
窟
に
慌
て
．

（
下
）

文
學
士
澤
村
專
太
郎

四

　
こ
の
窟
院
の
建
築
的
装
飾
の
意
匠
は
、
す
べ
て
其
前
面

の
外
部
に
集
注
せ
ら
れ
て
る
る
Q
も
ε
洞
窟
は
そ
の
性
質

に
於
て
中
塞
に
屋
蓋
を
投
現
す
る
が
如
き
事
の
出
來
難
い

事
情
に
あ
る
か
ら
、
そ
の
外
形
上
に
美
観
を
獲
揮
す
る
事

は
、
そ
の
前
面
に
限
局
せ
ら
れ
て
る
る
の
で
あ
る
。
從
っ

て
洞
窟
前
面
に
於
て
建
築
上
の
外
槻
美
を
保
持
せ
む
電
す


